
ガラス状炭素(GC)は、低密度、高強度、液体と気体の不浸透性、耐腐
食性、弾性、熱伝導性、電気伝導性などに優れた工業材料である。
GCは焼結の際の最高温度の違いにより、低温型、高温型の２タイプ
が存在する。Zhao et al.(2015) (Nat. Comm., 6, 6212)による弾性波速
度測定実験では、高温型GCの一つであるAlfa Aesar社のGCtype2に
ついて、2GPaで異常なポアソン比低下を発見した。一方、Alfa Aesar
社の低温型GC、GCtype1では低下が見られなかった。さらに、GCの
試料形状による物性の差異の可能性も示唆されたが、未だ詳しい
データは得られていない。本研究では、高圧下弾性波速度測定、
１気圧下ラマン分光測定、ダイヤモンドアンビルセル（DAC）を用い
た高圧下ラマン分光測定により、様々な種類、形状、方向のGCを測
定することでGCの物性を分析し、差異の原因を調べることを目的と
した。
高圧下弾性波速度測定では、加圧によるポアソン比変化の挙動から
、異なる種類、形状、方向のGCは３種類のタイプ（1.5-2.5GPa付近で
ポアソン比の顕著な低下が見られる低下タイプGC、加圧による
ポアソン比の低下が見られない単調増加タイプGC、2タイプの中間
の値を推移する中間タイプGC）に分類されることが明らかとなった。
それら試料の１気圧下ラマン分光測定では、低下タイプGCは
D-bandの強度がG-bandより高くなり、D’-bandが確認できた。単調
増加タイプGCはD,G-bandの強度比が低下タイプよりも低くなるとい
う結果が得られた。さらに、低下タイプGC、単調増加タイプGC、それ
ぞれ１試料ずつについて高圧下ラマン分光測定を行った結果、加圧
によるピーク位置の変化が見られたが、高圧下での異常変化を示す
データは得られなかった。
本発表では、これまでの実験により得られている高圧下弾性波速度
測定、１気圧下ラマン分光測定、ダイヤモンドアンビルセル（DAC）
を用いた高圧下ラマン分光測定の結果を紹介する。
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